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年12月にロボットを追加導入し、２台体制での運用を
開始しました。今回は、ロボット支援手術を担当してい
る各科医師にメリットなどについて聞きました。
●やさしい医学講座「Ｑ：緩和ケアとは何ですか？」
●�アクティビティレポート「旭中央病院附属看護専門学
校 創立60周年」
内容／当校は病院が開院した11年後の昭和39年に、千
葉県で初めての２年課程看護学校として設立されました
（現在は３年課程）。今年で創立60周年を迎えた当校の
歴史や特徴などを紹介しています。
●�かかりつけ医を持ちましょう：かしわくま内科クリ
ニック（匝瑳市）
●�健康ノート「大人のワクチン～
その２～肺炎球菌ワクチン接種
について」
●�病院からのお知らせ：医師の働
き方改革開始、ボラ
ンティア募集

広報誌「こんにちは」を発行しました
　地域と病院を結ぶ広報誌「こんにちは」を発行しました。
冊子は院内や市内公共施設にあるほか、病院ホームペー
ジにも掲載しています。
最新刊の内容（vol.38）
●�リレーコラム：旭中央病院附属看護専門学校長 伊良
部徳次医師、院長補佐 中村朗医師
●�医療最前線「ロボット支援手術累計1000例達成＆ロ
ボット２台体制へ」

内容／当院では平成25年１月に泌尿器科領域で手術支
援ロボット「ダヴィンチ」を用いた手術を導入し、保険適�
用の拡大などに伴い、対象を外科領域（消化管外科、肝
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外科）、婦人科領域に拡大。需要の増加を受けて令和５
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　今や私たちの生活になくてはならない存在となって
いるスマホ。小さな子どもがスマホを器用に操作する
姿を目にする機会も多くなりました。スマホを子ども
に渡し自由に使える状況で、長時間の使用になってい
ませんか。
　日本小児科学会などでも、スマホの長時間の使用は、
子どもの発達に悪影響を及ぼす可能性が指摘されてい
ます。子どもの健やかな成長のため、家庭でスマホの
使い方について話し合う機会をつくりましょう。
子どもへの影響
●睡眠
　寝る前に使用すると、画面の光に含まれるブルーラ
イトの影響で、寝つきが悪くなったり、睡眠の質が悪
くなったりし、生活リズムが崩れる原因になります。
●視力
　画面が小さなスマホは、目と画面の距離が近く、集
中してしまうと目の筋力の緊張による「眼精疲労」や、
目のピントを合わせるための「調節力の低下」などを招

き、視力発達への悪影響につながるとされています。
●運動
　長時間の使用により、体を使った遊びが激減し、運
動不足による肥満などが問題となっています。
●言葉
　親子のコミュニケーションや、会話を楽しむ時間が
奪われ、言葉の発達に影響を与える可能性があります。
●愛着形成
　親子のスキンシップの機会や、体験を共有する時間
が少なくなることで、愛着を育む時間が減少し、子ど
もの精神的な発達に影響を及ぼす可能性があります。

【健康づくり課　保健師】

子どものスマホ利用は適切に
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